
(57)【要約】

【課題】体内に発生したポリープを確実に捕獲して切除

することができ、しかも耐久性に優れたスネアー、また

は体内に生成した結石を確実に捕獲もしくは粉砕するこ

とができ、しかも耐久性に優れたバスケット等、体内に

存在する異物を処置するにきわめて有用な内視鏡用処置

具を提供すること。

【解決手段】単線と前記単線に巻回された前記単線より

も細い巻回線とから成る素線をループ状に形成して成る

ことを特徴とする内視鏡用処置具および単線と前記単線

に巻回された前記単線よりも細い巻回線とから成る素線

を複数本撚り合わせて形成された撚り線をループ状に形

成して成ることを特徴とする内視鏡用処置具。

【選択図】　　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
単 線 と 前 記 単 線 に 巻 回 さ れ た 前 記 単 線 よ り も 細 い 巻 回 線 と か ら 成 る 素 線 を ル ー プ 状 に 形 成
し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
単 線 と 前 記 単 線 に 巻 回 さ れ た 前 記 単 線 よ り も 細 い 巻 回 線 と か ら 成 る 素 線 を 複 数 本 撚 り 合 わ
せ て 形 成 さ れ た 撚 り 線 を ル ー プ 状 に 形 成 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 単 線 お よ び 前 記 巻 回 線 の 縦 断 面 が 円 形 で あ り 、 前 記 巻 回 線 の 直 径 が 前 記 単 線 の 直 径 の
０ ． ２ ～ ０ ． ５ 倍 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 巻 回 線 が 前 記 単 線 に 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内
視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 が ス ネ ア ー で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置
具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 が バ ス ケ ッ ト で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処
置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 内 視 鏡 の シ ー ス 内 に 進 退 自 在 に に
挿 通 さ れ て 、 体 内 に 発 生 し た ポ リ ー プ を 切 除 す る た め に 用 い ら れ る ス ネ ア ー ま た は 体 内 に
生 成 し た 結 石 を 捕 獲 も し く は 粉 砕 す る た め に 用 い ら れ る バ ス ケ ッ ト 等 、 体 内 に 存 在 す る 異
物 を 処 置 す る た め に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 用 処 置 具 の 一 種 で あ る ス ネ ア ー は 、 通 常 、 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 操 作 ワ
イ ヤ ー を 挿 通 し て 、 そ の 操 作 ワ イ ヤ ー の 先 端 に 弾 性 ワ イ ヤ ー か ら 成 る ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー を
連 結 し 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ ー を 軸 線 方 向 に 進 退 さ せ る こ と に よ っ て ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー を シ ー
ス の 先 端 内 に 出 入 り さ せ 、 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー が シ ー ス 外 に お い て は 、 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー 自
身 の 弾 性 に よ り ル ー プ 状 に 膨 ら む よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ が 、 こ の よ う な ス ネ ア ー に あ っ て は 、 特 に 無 茎 状 の ポ リ ー プ を ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー に
よ り 緊 縛 す る 際 、 ル ー プ 状 に 膨 ら ま せ た ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー で ポ リ ー プ を と り 囲 ん だ 後 、 操
作 ワ イ ヤ ー を 牽 引 し て ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー を 絞 っ て 締 め 付 け る と き に 、 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー が
ポ リ ー プ の 表 面 を 滑 っ て 、 ポ リ ー プ か ら 外 れ て し ま う こ と が 多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の と き の 状 態 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に お い て 、 １ は ス ネ ア ー を 、 ２ は シ ー ス を 、 ３ は 操 作
ワ イ ヤ ー を 、 ４ は 接 続 パ イ プ を 、 ５ は ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー を 、 ６ は ポ リ ー プ を 、 ７
は 粘 膜 表 面 を 表 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま ず 、 ポ リ ー プ ６ を ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー ５ に よ り 捕 獲 し よ う と す る 〔 図 １ 、 （ ａ ）
参 照 〕 。 と こ ろ が 、 ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー ５ を 操 作 ワ イ ヤ ー ３ に よ っ て 矢 印 方 向 に 引
い た と し て も 、 ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー ５ は 粘 膜 表 面 ７ を 滑 っ て し ま い 、 ポ リ ー プ ６ を
捕 獲 す る こ と が で き な い 〔 図 １ 、 （ ｂ ） 参 照 〕 。 さ ら に 、 ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー ５ を
矢 印 方 向 に 引 い て ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー ５ を 締 め 付 け て も 、 粘 膜 表 面 ７ を 滑 っ て ポ リ
ー プ ６ を 捕 獲 で き な い ま ま 、 ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー ５ は す り 抜 け て し ま う の で あ る 〔
図 １ 、 （ ｃ ） 参 照 〕 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 複 数 の 滑 り 止 め 用 チ ッ プ を ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー に か し め て 固 定 し 、 ス ネ ア ー ワ イ ヤ
ー を 絞 っ て 締 め 付 け る 際 に 、 こ の 滑 り 止 め 用 チ ッ プ が ポ リ ー プ に 食 い 込 ん で 滑 ら な い よ う
に し た ス ネ ア ー が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 公 平 ６ － ３ ５ ４ ９ 号 公 報 （ 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し 、 こ の 滑 り 止 め 用 チ ッ プ を ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー に か し め て 固 定 し た ス ネ ア ー に お い て
は 、 筒 状 の チ ッ プ ま た は 丸 め ら れ た 板 状 の チ ッ プ を 外 側 か ら 単 に 押 し つ ぶ す だ け で あ る こ
と か ら 、 固 定 状 態 が 安 定 せ ず 、 使 用 中 に チ ッ プ が ず れ て 緩 ん だ り 、 場 合 に よ っ て は 外 れ て
し ま う こ と が あ り 、 耐 久 性 に 劣 る と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の た め 、 ポ リ ー プ の 切 除 処 置 を
中 断 し 、 ス ネ ア ー を 取 り 替 え て 最 初 か ら そ の 処 置 を や り 直 さ な け れ ば な ら な い と い う 不 都
合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の た め 、 前 記 提 案 に 係 る ス ネ ア ー を 改 良 し た 内 視 鏡 ス ネ ア ー と し て 、 撚 り 線 に よ り ル ー
プ 状 に 形 成 さ れ た ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー か ら 成 る 素 線 の 一 部 を 切 断 し 、 そ の 切 断 端 を ル ー プ の
内 方 に 向 け て 突 出 さ せ た ス ネ ア ー が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ７ １ ９ ８ 号 公 報 （ 請 求 項 １ ）
【 ０ ０ １ １ 】
し か し な が ら 、 こ の 内 視 鏡 ス ネ ア ー に あ っ て は 、 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー 自 体 の 強 度 が 低 下 し 、
断 線 し て し ま う 恐 れ が 大 き い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 撚 り 線 が ほ つ れ て 粘 膜 を 損 傷 し
た り 、 ス ネ ア ー ル ー プ を シ ー ス 内 に 引 き 込 む と き に 、 シ ー ス 断 端 に 引 っ か か っ て 収 納 で き
な く な る 恐 れ も 生 じ て い た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 消 し 、 体 内 に 発 生 し た ポ リ ー プ を 確 実 に 捕 獲 し て
切 除 す る こ と が で き 、 し か も 耐 久 性 に 優 れ た ス ネ ア ー 、 ま た は 体 内 に 生 成 し た 結 石 を 確 実
に 捕 獲 も し く は 粉 砕 す る こ と が で き 、 し か も 耐 久 性 に 優 れ た バ ス ケ ッ ト 等 、 体 内 に 存 在 す
る 異 物 を 処 置 す る に き わ め て 有 用 な 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 内 視 鏡 用 処 置 具 を 構 成 す る ル ー プ 状 部 材 に 着 目
し て 種 々 検 討 を 重 ね た 結 果 、 こ の ル ー プ 状 部 材 と し て 、 単 線 に 細 線 を 巻 回 し た 素 線 ま た は
こ の 素 線 を 複 数 本 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ れ た 撚 り 線 を 用 い る こ と に よ っ て 、 前 記 課 題 が 解 決
で き る と い う こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に 基 づ い て こ の 発 明 を 完 成 す る に 到 っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
す な わ ち 、 こ の 発 明 の 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 は 、
（ １ ） 単 線 と 前 記 単 線 に 巻 回 さ れ た 前 記 単 線 よ り も 細 い 巻 回 線 と か ら 成 る 素 線 を ル ー プ 状
に 形 成 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 は 、
（ ２ ） 単 線 と 前 記 単 線 に 巻 回 さ れ た 前 記 単 線 よ り も 細 い 巻 回 線 と か ら 成 る 素 線 を 複 数 本 撚
り 合 わ せ て 形 成 さ れ た 撚 り 線 を ル ー プ 状 に 形 成 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具
で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 第 １ の 手 段 お よ び 前 記 第 ２ の 手 段 に お け る 好 ま し い 態 様 と し て は 、
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１ ． 前 記 単 線 お よ び 前 記 巻 回 線 の 縦 断 面 が 円 形 で あ り 、 前 記 巻 回 線 の 直 径 が 前 記 単 線 の 直
径 の ０ ． ２ ～ ０ ． ５ 倍 で あ る 内 視 鏡 用 処 置 具
２ ． 前 記 前 記 巻 回 線 が 前 記 単 線 に 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ て い る 内 視 鏡 用 処 置 具
３ ． 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 が ス ネ ア ー で あ る 内 視 鏡 用 処 置 具
４ ． 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 が バ ス ケ ッ ト で あ る 内 視 鏡 用 処 置 具
を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ １ ） こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 単 線 と 前 記 単 線 に 巻 回 さ れ た 前 記 単 線 よ り も 細 い 巻
回 線 と か ら 成 る 素 線 を ル ー プ 状 に 形 成 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ２ お よ び 図 ３ に お
い て 、 ８ は 素 線 を 、 ９ は 単 線 を 、 １ ０ は 巻 回 線 を 表 す 。 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い
て は 、 ま ず 、 単 線 ９ に 巻 回 さ れ た 単 線 ９ よ り も 細 い 巻 回 線 １ ０ と か ら 成 る 素 線 ８ が 用 意 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
単 線 ９ は 、 巻 回 線 １ ０ が 巻 回 さ れ る 芯 線 で あ る 。 こ の 単 線 ９ を 形 成 す る 材 料 は 、 導 電 性 材
料 で あ っ て も よ く 、 非 導 電 性 材 料 で あ っ て も よ い 。 導 電 性 材 料 と し て は 、 チ タ ン 、 ク ロ ム
、 マ ン ガ ン 、 鉄 、 ニ ッ ケ ル 、 銅 、 ス テ ン レ ス 等 の 金 属 、 ポ リ チ ア ジ ル 、 ポ リ ア セ チ レ ン 、
ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン ス ル フ ィ ド 等 の 導 電 性 高 分 子 化
合 物 ま た は 炭 素 繊 維 等 の 炭 素 材 料 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 非 導 電 性 材 料 と し て は 、 ポ リ ア セ タ ー ル 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ ス
チ レ ン 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ア ミ ド 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 ま た は フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ユ リ ア
樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 を 挙 げ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 単 線 ９ は 、 こ の よ う に 、 導 電 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い て も よ く 、 非 導 電 性 材 料 に よ
り 形 成 さ れ て い て も よ い が 、 後 記 の と お り 、 巻 回 線 １ ０ は 、 導 電 性 材 料 に よ り 形 成 す る 必
要 が あ る こ と か ら 、 単 線 ９ は 、 非 導 電 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 詳 し
く は 、 後 記 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 単 線 ９ は 、 線 状 で あ る 限 り 、 そ の 形 状 に 特 に 制 限 は な く 、 縦 断 面 が 円 形 、 楕 円 形 、 正
方 形 ま た は 長 方 形 の い ず れ の 形 状 で あ っ て も よ い 。 も っ と も 、 製 造 上 お よ び 取 扱 い 上 の 便
宜 を 考 慮 す る と 、 縦 断 面 が 円 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 単 線 ９ の 縦 断 面 が 円 形 で あ る 場 合 、 そ の 直 径 は 、 通 常 は ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ０ ｍ ｍ 、 好
ま し く は ０ ． １ ０ ～ ０ ． ３ ５ ｍ ｍ で あ る 。 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 未 満 で は 、 十 分 な 強 度 が 得 ら れ な
い こ と が あ り 、 ０ ． ５ ０ ｍ ｍ を 越 え る と 、 人 体 に 使 用 す る 内 視 鏡 に あ っ て は 、 ル ー プ 状 に
形 成 し た と き 、 硬 く な り す ぎ て 人 体 を 傷 つ け る こ と が あ る の で 、 好 ま し く な い 。 ま た 、 内
視 鏡 用 処 置 具 全 体 が 必 要 以 上 に 過 大 と な る の で 、 こ の 点 か ら も 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
単 線 ９ を 製 造 す る 方 法 に 制 限 は な く 、 通 常 、 採 用 さ れ る 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。 例 え
ば 、 そ の 材 料 が 金 属 で あ る と き は 、 引 抜 法 ま た は 押 出 成 形 法 に よ り 、 例 え ば 、 そ の 材 料 が
合 成 樹 脂 で あ る と き は 、 押 出 成 形 法 に よ り 、 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 単 線 ９ に 巻 回 さ れ る 巻 回 線 １ ０ は 、 前 記 単 線 ９ よ り も 細 い 線 で あ る 。 こ の 巻 回 線 １ ０
を 形 成 す る 材 料 は 、 導 電 性 材 料 で あ る こ と を 要 す る 。 こ の 導 電 性 材 料 と し て は 、 前 記 単 線
９ を 形 成 す る こ と の で き る 導 電 性 材 料 と 同 様 の 材 料 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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前 記 巻 回 線 １ ０ は 、 線 状 で あ る 限 り 、 前 記 単 線 ９ と 同 様 に 、 そ の 形 状 に 特 に 制 限 は な い が
、 縦 断 面 が 円 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。 巻 回 線 １ ０ は 、 前 記 単 線 ９ よ り も 細 い 線 と さ れ 、
そ の 細 さ の 程 度 は 、 単 線 ９ お よ び 巻 回 線 １ ０ の 縦 断 面 が 共 に 円 形 で あ る 場 合 、 巻 回 線 １ ０
の 直 径 が 単 線 ９ の 直 径 の ０ ． ２ ～ ０ ． ５ 倍 で あ る こ と が 好 ま し い 。 巻 回 作 業 が 容 易 で あ り
、 体 内 に 生 じ た 異 物 の 処 置 に 適 し て い る か ら で あ る 。 詳 し く は 、 後 記 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 巻 回 線 １ ０ を 製 造 す る 方 法 に も 制 限 は な く 、 前 記 単 線 ９ を 製 造 す る 際 に 採 用 さ れ る 引
抜 法 ま た は 押 出 成 形 法 に よ り 、 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 単 線 ９ に 巻 回 さ れ る 前 記 巻 回 線 １ ０ の 巻 回 状 態 に 特 に 制 限 は な い が 、 図 ２ に 示 す よ う
に 、 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と が 好 ま し い 。 螺 旋 状 に 巻 回 し た と き の 各 間 隔 は 、 内 視 鏡 用 処 置
具 の 種 類 お よ び そ の 使 用 態 様 に よ り 、 適 宜 、 決 定 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 前 記 単 線 ９ の
直 径 を ｄ と し た と き 、 ２ ｄ 程 度 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に し て 、 単 線 ９ に 巻 回 線 １ ０ が 巻 回 さ れ 、 素 線 ８ が 形 成 さ れ る 。 こ の 発 明 の 内 視
鏡 用 処 置 具 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 素 線 ８ を ル ー プ 状 に 形 成 し て 成 る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 素 線 ８ の ル ー プ の 形 状 に 特 に 制 限 は な く 、 ル ー プ 状 で あ る 限 り 、 円
環 状 、 楕 円 環 状 、 六 角 形 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ル ー プ の 大 き さ に も 制 限 は な く
、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 種 類 お よ び そ の 使 用 態 様 に よ り 、 適 宜 、 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 体 内 に 発 生 し た ポ リ ー プ を 捕 獲 し て 切 除 す る 際 に 用 い る ス
ネ ア ー と し て 好 適 で あ る 。 こ の ス ネ ア ー の 構 成 と そ の 使 用 態 様 と を 、 図 ４ に 基 づ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス ネ ア ー １ は 、 シ ー ス ２ 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 操 作 ワ イ ヤ ー ３ が 挿 通 さ れ 、 そ の 操 作
ワ イ ヤ ー ３ の 先 端 に 、 前 記 ル ー プ 状 の 素 線 ８ が 接 続 パ イ プ ４ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 こ
の ル ー プ 状 の 素 線 ８ は 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ を 軸 線 方 向 に 進 退 さ せ る こ と に よ っ て 、 シ ー ス ２
の 先 端 内 に 出 入 し 、 シ ー ス ２ 外 に お い て は 、 前 記 素 線 ８ 自 身 の 弾 性 に よ り ル ー プ 状 に 膨 ら
む よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
シ ー ス ２ は 、 合 成 樹 脂 等 の 電 気 絶 縁 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 管 体 で あ り 、 図 示 し て い な い
内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 。 操 作 ワ イ ヤ ー ３ と し て は 、 例 え ば 、 ス テ ン
レ ス 鋼 細 線 を 複 数 本 撚 り 合 わ せ た ワ イ ヤ ー が 用 い ら れ る 。 接 続 パ イ プ ４ は 、 操 作 ワ イ ヤ ー
３ と 同 様 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 ス テ ン レ ス 製 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た ス ネ ア ー １ は 、 図 示 し て い な い 高 周 波 電 源 コ ー ド を 操 作 ワ イ ヤ ー ３
に 導 通 さ せ る た め の 接 続 端 子 を 有 し て お り 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ に よ っ て ル ー プ 状 の 素 線 ８ に
高 周 波 電 流 が 通 電 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
前 記 ス ネ ア ー １ を 用 い 、 ポ リ ー プ ６ を 捕 獲 し 切 除 す る に は 、 ま ず 、 ポ リ ー プ ６ を ル ー プ 状
の 素 線 ８ に よ っ て ポ リ ー プ ６ を 捕 獲 す る 〔 図 ４ 、 （ ａ ） 参 照 〕 。 次 い で 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３
を 矢 印 方 向 に 引 い て 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ に よ り ポ リ ー プ ６ を 締 め は じ め 〔 図 ４ 、 （ ｂ ） 参
照 〕 、 続 い て 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ を 矢 印 方 向 に さ ら に 引 い て 、 ポ リ ー プ ６ を 堅 固 に 緊 縛 し て
か ら 〔 図 ４ 、 （ ｃ ） 参 照 〕 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ に 高 周 波 電 流 を 通 電 し て 、 ポ リ ー プ ６ を 切
除 す る 〔 図 ４ 、 （ ｄ ） 参 照 〕 。 こ の と き の 周 波 数 は 通 常 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 、 好 ま し く は 、
１ ｋ Ｈ ｚ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の と き 、 前 記 ル ー プ 状 の 素 線 ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 単 線 ９ に 巻 回 線 １ ０ が 巻 回 さ れ
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て い る の で 、 単 線 ９ は 多 数 の 凸 状 部 を 有 し て お り 、 こ の 凸 状 部 が 粘 膜 表 面 ７ に 確 実 に 食 い
込 み 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ は 、 粘 膜 表 面 ７ を 滑 る こ と な く ポ リ ー プ ６ を 捕 獲 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ に よ り ポ リ ー プ ６ を 緊 縛 す る 際 、 前 記 凸 状 部 が ア ン カ ー と な
っ て 、 粘 膜 表 面 ７ を 滑 る こ と な く ポ リ ー プ ６ を 巾 着 状 に 緊 縛 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 前 記 単 線 ９ が 非 導 電 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 巻 回 線 １ ０ が 導 電 性 材 料 に よ り
形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ に 高 周 波 電 流 を 通 電 し た と き 、 そ の 高 周 波 電
流 が 単 線 ９ に 分 散 通 電 す る こ と な く 、 集 中 的 に 巻 回 線 １ ０ に 通 電 さ れ る の で 、 ポ リ ー プ ６
の 切 除 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 前 記 巻 回 線 １ ０ が 、 前 記 単 線 ９ よ り も 細 い 線 と さ れ 、 そ の 細 さ の 程 度 が 、 単 線 ９ お
よ び 巻 回 線 １ ０ の 縦 断 面 が 共 に 円 形 で あ る 場 合 、 巻 回 線 １ ０ の 直 径 が 単 線 ９ の 直 径 の ０ ．
２ ～ ０ ． ５ 倍 で あ る こ と に よ り 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ に 高 周 波 電 流 を 通 電 し た と き 、 そ の 高
周 波 電 流 が 細 点 状 と し て 粘 膜 表 面 ７ に 感 応 す る の で 、 一 層 、 ポ リ ー プ ６ の 切 除 を 効 率 的 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 ま た 、 体 内 に 生 成 し た 結 石 を 捕 獲 ま た は 粉 砕 す る 際 に 用 い
る バ ス ケ ッ ト と し て 好 適 で あ る 。 こ の バ ス ケ ッ ト の 構 成 と そ の 使 用 態 様 と を 、 図 ５ に 基 づ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
バ ス ケ ッ ト １ １ は 、 シ ー ス ２ 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ 、 接 続 パ イ プ ４ お よ び ル ー プ 状 の 素 線 ８ か
ら 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 構 成 お よ び 操 作 態 様 は 、 前 記 ス ネ ア ー １ と 同 様 で あ る 。 も っ と も 、
こ の バ ス ケ ッ ト １ １ は 、 前 記 ス ネ ア ー １ と 異 な り 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ に 高 周 波 電 流 を 通 電
す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の バ ス ケ ッ ト １ １ を 用 い 、 結 石 １ ２ を 捕 獲 し 、 ま た は 粉 砕 す る に は 、 結 石 １ ２ を ル ー プ
状 の 素 線 ８ に よ っ て 捕 獲 し 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ を 矢 印 方 向 に 引 い て 、 結 石 １ ２ を 緊 縛 す る 。
こ の 緊 縛 の 度 合 い を 高 め る こ と に よ っ て 、 結 石 １ ２ は 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の バ ス ケ ッ ト １ １ に お い て は 、 前 記 ス ネ ア ー １ と 同 様 、 ル ー プ 状 の 素 線 ８ を 形 成 す る 巻
回 線 １ ０ が 、 単 線 ９ よ り も 細 い 線 と さ れ て い る こ と か ら 、 単 線 ９ は 多 数 の 凸 状 部 を 有 し て
い る 。 こ の 凸 状 部 が 結 石 １ ２ に 細 点 状 で 集 中 的 に 当 接 す る た め 、 結 石 １ ２ に 強 大 な 破 壊 力
を 与 え る こ と が で き 、 結 石 １ ２ を 容 易 に 粉 砕 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
前 記 バ ス ケ ッ ト １ １ は 、 結 石 の み な ら ず 、 誤 っ て 体 内 に 入 っ た ガ ラ ス 片 、 金 属 片 、 骨 片 等
の 異 物 を 把 持 す る た め に 用 い る 異 物 把 持 具 と し て も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ ２ ） ま た 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 単 線 と 前 記 単 線 に 巻 回 さ れ た 前 記 単 線 よ り も
細 い 巻 回 線 と か ら 成 る 素 線 を 複 数 本 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ れ た 撚 り 線 を ル ー プ 状 に 形 成 し て
成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ６ お よ び 図 ７ に お
い て 、 ８ は 素 線 を 、 ９ は 単 線 を 、 １ ０ は 巻 回 線 を 、 １ ３ は 撚 り 線 を 表 す 。 こ の 発 明 の 内 視
鏡 用 処 置 具 に お い て は 、 ま ず 、 単 線 ９ に 巻 回 さ れ た 単 線 ９ よ り も 細 い 巻 回 線 １ ０ と か ら 成
る 素 線 ８ を 複 数 本 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ れ た 撚 り 線 １ ３ が 用 意 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 用 い る 素 線 ８ 、 単 線 ９ お よ び 巻 回 線 １ ０ に つ い て は 、 前 記 （
１ ） の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 用 い る 素 線 ８ 、 単 線 ９ お よ び 巻 回 線 １ ０ と 変 わ る と こ ろ は な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
前 記 撚 り 線 １ ３ は 、 前 記 素 線 ８ を 複 数 本 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ れ る 。 撚 り 合 わ せ る 素 線 ８ の
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本 数 は 、 複 数 で あ る 限 り 、 特 に 制 限 は な い が 、 通 常 は ２ ～ ７ 本 、 好 ま し く は ３ 本 で あ る 。
素 線 ８ を 撚 り 合 わ せ る に 当 た っ て は 、 手 動 的 手 段 ま た は 機 械 的 手 段 が 採 用 さ れ る が 、 機 械
的 手 段 が 効 率 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 撚 り 線 １ ３ を ル ー プ 状 に 形 成 し て
成 る こ と を 特 徴 と す る 。 シ ー ス ２ 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ お よ び 接 続 パ イ プ ４ に つ い て は 、 前 記
（ １ ） の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 用 い る シ ー ス ２ 、 操 作 ワ イ ヤ ー ３ お よ び 接 続 パ イ プ ４ と 変 わ る
と こ ろ は な い 。 ま た 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 操 作 態 様 も 、 前 記 （ １ ） の 内 視 鏡 用 処
置 具 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
さ ら に 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 、 ポ リ ー プ を 捕 獲 し て 切 除 す る 際 に 用 い る ス ネ ア ー
と し て 好 適 で あ り 、 結 石 を 捕 獲 ま た は 粉 砕 す る 際 に 用 い る バ ス ケ ッ ト と し て 好 適 で あ る こ
と お よ び 体 内 の 異 物 を 把 持 す る た め に 用 い る 異 物 把 持 具 と し て も 有 用 で あ る こ と も 、 前 記
（ １ ） の 内 視 鏡 用 処 置 具 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 体 内 に 発 生 し た ポ リ ー プ を 確 実 に 捕 獲 し て 切 除 す る こ と が で き 、 し か
も 耐 久 性 に 優 れ た ス ネ ア ー 、 ま た は 体 内 に 生 成 し た 結 石 を 確 実 に 捕 獲 も し く は 粉 砕 す る こ
と が で き 、 し か も 耐 久 性 に 優 れ た バ ス ケ ッ ト 等 、 体 内 に 存 在 す る 異 物 を 処 置 す る に き わ め
て 有 用 な 内 視 鏡 用 処 置 具 が 提 供 さ れ 、 医 療 分 野 、 特 に 内 視 鏡 治 療 分 野 に 寄 与 す る と こ ろ は
き わ め て 多 大 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の ス ネ ア ー と そ の 使 用 態 様 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 用 い る 素 線 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の ス ネ ア ー と そ の 使 用 態 様 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の バ ス ケ ッ ト と そ の 使 用 態 様 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 用 い る 撚 り 線 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 他 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ス ネ ア ー
２ 　 シ ー ス
３ 　 操 作 ワ イ ヤ ー
４ 　 接 続 パ イ プ
５ 　 ル ー プ 状 ス ネ ア ー ワ イ ヤ ー
６ 　 ポ リ ー プ
７ 　 粘 膜 表 面
８ 　 素 線
９ 　 単 線
１ ０ 　 巻 回 線
１ １ 　 バ ス ケ ッ ト
１ ２ 　 結 石
１ ３ 　 撚 り 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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